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理事長からのメッセージ 
人と自然が調和した 

持続可能な循環型社会の実現に向けて 
 
 
 
 
 
 

 

平素は本学の教育研究活動にご理解とご支援を賜りありがとうございます。環境報告書 2023を 

お届けするにあたり、ごあいさつ申し上げます。 

公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学は、「かけがえのない地球環境を守るため、本学

における教育・研究・社会貢献活動を通して、人と自然が調和した、持続可能な循環型社会の実現

に貢献する」ことを環境理念に掲げ、大学の教育研究活動が環境に与える影響を認識し、この影響

を最小限にするための環境負荷の低減に向けた活動を推進しています。 

特に、高等教育機関としての責務として、環境に関する教育研究活動を積極的に進めることが重

要であると捉え、環境関連のカリキュラムを重視し、環境マインドを持った技術者及び薬剤師を育

成することを環境方針のひとつとして掲げています。 

また、今後ますます持続可能な社会の構築に向けた取り組みについて開示し、その責任を果たし

ていくことが不可欠であると考えております。このため、「世界的視野で物事を思考できる人間性

豊かな人材の育成」という山陽小野田市立山口東京理科大学の基本理念の下、人類共通の今日的課

題である SDGsを視野に入れ、工学・薬学・人文社会学・自然科学を総合した視点により、科学技

術のイノベーションと薬学をとおした健康増進を思考・俯瞰できる人材を育成し、地域社会におけ

る健康で豊かな暮らしの持続に貢献します。 

本報告書を通じて、ステークホルダーの皆様に私たちのビジョンやその実現に向けた活動につい

て、より一層理解を深めていただければ幸いです。 
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山陽小野田市立山口東京理科大学 環境理念・環境方針 
 
環境理念 
 山陽小野田市立山口東京理科大学は、かけがえのない地球環境を守るため、本学における教
育・研究・社会貢献活動を通して、人と自然が調和した、持続可能な循環型社会の実現に貢献し
ます。 
 
環境方針 
１ 環境に関する教育研究活動を積極的に進めます。 
２ 教育研究活動を通して、環境マインドを持った技術者及び薬剤師を育成します。 
３ 環境にかかわる法令を遵守し、環境負荷の低減と環境保護、環境汚染の予防に努めます。 
４ この基本方針は文書化し、本学の教職員・学生ならびに本学にかかわるすべての人々に対し
て周知するとともに、一般にも公開します。 

 

  





4 

 

省エネルギーへの取り組み 
○太陽光発電設備 
自然エネルギーを利用した太陽光自家発電設備を６号館及び
７号館の屋上に導入しています。2022年度は、23,003kWh
の電力量を発電し、電力使用量の削減と温室効果ガスの削減
に貢献しています。 

 

○太陽光発電による街灯の設置 
太陽光発電パネルを搭載した省エネ LED街灯を、キャンパス
の 8箇所に設置しています。 
 

 

○夏季一斉休業による電力の使用量削減 
省エネの取り組みとして、2019年度から一斉夏季休暇を導入
し、８月中旬の 7日間を一斉休業としました。 
 

 

  

キャンパスクリーンキャンペーン  

学生・教職員のボランティアによる清掃活動「キャンパスクリー
ンキャンペーン」を行い、JR雀田駅から大学までの通学路及び大
学の周辺を中心に、ごみ、空き缶等を回収する環境美化に取り組
んでいます。 
 
 
 

 

 
キャンパス敷地内の禁煙 

 

2019年１０月 1日からキャンパス敷地内の禁煙を実施してい
ます。 
また、学生による喫煙マナーキャンペーン等を行いました。 
● 禁煙相談（保健管理センター） 
● 産業医及び衛生管理者による巡視 
● 学生による喫煙マナーキャンペーン 
● 入学時オリエンテーションによる禁煙教育 
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環境負荷の状況 

●電気エネルギー使用量 

本学の電気エネルギー使用の状況を図１に示します。令和 4年度は前年度と比較して約 0.4％減少と 

なりました。電気代の高騰に伴い、学内で節電を呼び掛けたことで、学生数が増加する中でも電気使用量

を抑えることができたものと思われます。 

 
●水道使用量 

本学の水道使用量の状況を図２に示します。令和 4年度は前年度と比較して約 48.4％の増加と 

なりました。薬学部が完成年度を迎え、学生数・実験数が増加したことに加え、設備維持のために 

水を多用する工程が増えたことが原因と思われます。 
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●ガス使用量 

本学のガス使用量の状況を図３に示します。令和 4年度は前年度と比較して約 19.4％の増加と 

なりました。新型コロナウイルス対策の緩和によるイベント等の増加と、学生数増加によるものと 

思われます。 

 

●CO2排出量 

温室効果ガス排出量の状況を図４に示します。令和 4年度は前年度と比較して約 1.2％の減少と 

なりました。節電等の取り組みにより、排出量が減少したものと思われます。 

 
参考：二酸化炭素の排出量計算 - 高精度計算サイト（https://keisan.casio.jp/exec/system/1192427170） 
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ＳＤＧｓに関する本学の取り組み 

 
 
SDGsに関する本学の行動指針 
 本学は基本理念の下、SDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献する教育研究活動に取り組
み、地域社会における健康で豊かな暮らしの持続を牽引します。 
 
SDGsに関する本学の行動指針を示す意義 
 人類共通の今日的課題である SDGsに貢献することは、本学の基本理念である「世界的視野で
物事を思考できる人間性豊かな人材の育成」に資するものです。 
本学は国際目標である SDGsを視野に入れ、工学・薬学・人文社会学・自然科学を総合した視

点により、科学技術のイノベーションと薬学をとおした健康増進を、思考・俯瞰できる人材を地
域社会に送り出します。  
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ここでは、環境に関連する研究活動の一部を紹介します。 
詳しくは本学のホームページをご覧ください。 

 
 

 

・安価で簡便な分析試験紙の開発 

・発展途上国における環境分析及び公衆衛生・疫学的な調査研究 

・医薬品の微生物・異物汚染とその対策 

・消毒薬の適正使用 

・排便後の手指衛生 

・多剤耐性菌に対する抗菌薬の併用効果 など 

 

 

・新しい熱電材料の研究 

・感温性スマートウインドウの開発 

・大気汚染による脳の発達への影響 

・光応答性スマートウインドウの開発 

・多孔性固体塩基触媒を用いたバイオ液体燃料製造 

・白金に代わる色素増感型太陽電池用対電極の開発 など 

 

 

・エネルギー変換に関わる金属酵素化学モデルの研究 

・大気エアロゾル粒子の物理・化学的特性に関する研究 

・大気中粒子状物質分析 

・分子触媒固定電極の開発 

・超伝導応用機器の研究開発 

・水素製造・利用技術の基礎研究 など 

 

 

・新たなリード化合物の創製 

・生薬由来医薬シードの探索研究 

・生物時計を利用した薬用植物の高付加価値化 

・単純複素五員環を利用した高効率不斉合成プロセスの開拓 

・地域における社会的な課題と将来に向けたニーズを明らかにす

る研究 

・人間と自然との共生に役立つ電気電子デバイスの実現を目指し

た研究 など 
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